
ト

（
略
）

ト

（
略
）

第
二

（
略
）

第
二

（
略
）

附

則

こ
の
告
示
は
、
令
和
八
年
七
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

保
す
る
た
め
に
効
果
を
有
す
る
取
組
を
住
民

の
理
解
を
得
な
が
ら
行
う
こ
と
に
つ
い
て
定

め
る
も
の
と
す
る
。

保
す
る
た
め
に
効
果
を
有
す
る
取
組
を
住
民

の
理
解
を
得
な
が
ら
行
う
こ
と
に
つ
い
て
定

め
る
も
の
と
す
る
。

工
事
の
区
域
の
表
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

工

事

の

区

域

工
事
の
種
類

工
事
開
始
の
日

次
に
掲
げ
る
地
点
を
順
次
結
ん
だ
線
及
び

に
掲
げ
る
地
点
と

に
掲
げ

る
地
点
と
を
結
ん
だ
線
に
よ
り
囲
ま
れ
た
海
岸
保
全
区
域
の
区
域

海
岸
保
全

施
設
の
新

設
、
改
良
及

び
災
害
復
旧

平
成
十
九
年

九
月
十
日

三
等
三
角
点
「
江
波
」
広
島
市
中
区
江
波
南
一
の
四
〇
の
一
（
北
緯
三

四
度
二
一
分
五
八
秒
、
東
経
一
三
二
度
二
六
分
〇
六
秒
）
か
ら
二
九
二
度

〇
〇
分
七
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
地
点

に
掲
げ
る
地
点
か
ら
一
一
八
度
〇
〇
分
五
二
メ
ー
ト
ル
の
地
点

に
掲
げ
る
地
点
か
ら
二
〇
八
度
〇
〇
分
一
七
八
メ
ー
ト
ル
の
地
点

に
掲
げ
る
地
点
か
ら
二
九
〇
度
〇
〇
分
三
メ
ー
ト
ル
の
地
点

に
掲
げ
る
地
点
か
ら
二
〇
八
度
〇
〇
分
二
六
〇
メ
ー
ト
ル
の
地
点

に
掲
げ
る
地
点
か
ら
一
一
九
度
〇
〇
分
五
〇
一
メ
ー
ト
ル
の
地
点

に
掲
げ
る
地
点
か
ら
二
〇
五
度
〇
〇
分
三
一
メ
ー
ト
ル
の
地
点

に
掲
げ
る
地
点
か
ら
一
一
五
度
〇
〇
分
七
メ
ー
ト
ル
の
地
点

に
掲
げ
る
地
点
か
ら
二
〇
五
度
〇
〇
分
二
一
メ
ー
ト
ル
の
地
点

に
掲
げ
る
地
点
か
ら
二
九
〇
度
〇
〇
分
八
メ
ー
ト
ル
の
地
点

に
掲
げ
る
地
点
か
ら
二
九
四
度
〇
〇
分
一
五
メ
ー
ト
ル
の
地
点

に
掲
げ
る
地
点
か
ら
二
〇
五
度
〇
〇
分
四
八
メ
ー
ト
ル
の
地
点

に
掲
げ
る
地
点
か
ら
二
九
七
度
〇
〇
分
二
三
メ
ー
ト
ル
の
地
点

に
掲
げ
る
地
点
か
ら
二
六
二
度
〇
〇
分
四
六
メ
ー
ト
ル
の
地
点

に
掲
げ
る
地
点
か
ら
二
五
四
度
〇
〇
分
三
九
メ
ー
ト
ル
の
地
点

に
掲
げ
る
地
点
か
ら
二
三
二
度
〇
〇
分
七
五
メ
ー
ト
ル
の
地
点

に
掲
げ
る
地
点
か
ら
二
五
五
度
〇
〇
分
一
〇
一
メ
ー
ト
ル
の
地
点

に
掲
げ
る
地
点
か
ら
二
九
八
度
〇
〇
分
二
二
メ
ー
ト
ル
の
地
点

次
に
掲
げ
る
地
点
を
順
次
結
ん
だ
線
及
び

に
掲
げ
る
地
点
と

に
掲
げ

る
地
点
と
を
結
ん
だ
線
に
よ
り
囲
ま
れ
た
海
岸
保
全
区
域
の
区
域

海
岸
保
全

施
設
の
新

設
、
改
良
及

び
災
害
復
旧

平
成
十
九
年

九
月
十
日

三
等
三
角
点
「
江
波
」
広
島
市
中
区
江
波
南
一
の
四
〇
の
一
（
北
緯
三

四
度
二
一
分
五
八
秒
、
東
経
一
三
二
度
二
六
分
〇
六
秒
）
か
ら
二
一
六
度

六
一
九
メ
ー
ト
ル
の
地
点

に
掲
げ
る
地
点
か
ら
二
五
度
〇
〇
分
五
一
メ
ー
ト
ル
の
地
点

に
掲
げ
る
地
点
か
ら
二
九
五
度
〇
〇
分
三
三
メ
ー
ト
ル
の
地
点

に
掲
げ
る
地
点
か
ら
二
五
度
〇
〇
分
二
一
メ
ー
ト
ル
の
地
点

に
掲
げ
る
地
点
か
ら
一
一
一
度
〇
〇
分
九
メ
ー
ト
ル
の
地
点

に
掲
げ
る
地
点
か
ら
二
五
度
〇
〇
分
二
八
メ
ー
ト
ル
の
地
点

に
掲
げ
る
地
点
か
ら
一
一
九
度
〇
〇
分
五
一
一
メ
ー
ト
ル
の
地
点

に
掲
げ
る
地
点
か
ら
一
八
度
〇
〇
分
三
四
七
メ
ー
ト
ル
の
地
点

に
掲
げ
る
地
点
か
ら
三
五
九
度
〇
〇
分
二
二
メ
ー
ト
ル
の
地
点

に
掲
げ
る
地
点
か
ら
三
〇
〇
度
〇
〇
分
一
六
八
メ
ー
ト
ル
の
地
点

に
掲
げ
る
地
点
か
ら
二
七
度
〇
〇
分
四
五
メ
ー
ト
ル
の
地
点

に
掲
げ
る
地
点
か
ら
五
七
度
〇
〇
分
一
五
四
メ
ー
ト
ル
の
地
点

に
掲
げ
る
地
点
か
ら
五
四
度
〇
〇
分
一
〇
四
メ
ー
ト
ル
の
地
点

に
掲
げ
る
地
点
か
ら
二
九
度
〇
〇
分
一
一
二
メ
ー
ト
ル
の
地
点

に
掲
げ
る
地
点
か
ら
二
九
七
度
〇
〇
分
四
一
メ
ー
ト
ル
の
地
点

に
掲
げ
る
地
点
か
ら
二
〇
八
度
〇
〇
分
一
八
メ
ー
ト
ル
の
地
点

に
掲
げ
る
地
点
か
ら
二
九
五
度
〇
〇
分
九
二
メ
ー
ト
ル
の
地
点

に
掲
げ
る
地
点
か
ら
一
九
度
〇
〇
分
四
三
メ
ー
ト
ル
の
地
点

に
掲
げ
る
地
点
か
ら
五
七
度
〇
〇
分
四
六
メ
ー
ト
ル
の
地
点

令和年月日 水曜日 (号外第号)官 報
〇
外
務
省
告
示
第
二
百
八
号

令
和
七
年
十
二
月
十
九
日
に
東
京
で
署
名
さ
れ
た
所
得
に
対
す
る
租
税
に
関
す
る
二
重
課
税
の
除
去
並
び
に
脱
税
及

び
租
税
回
避
の
防
止
の
た
め
の
日
本
国
と
キ
ル
ギ
ス
共
和
国
と
の
間
の
協
定
に
つ
い
て
、
キ
ル
ギ
ス
共
和
国
は
、
同
協

定
の
効
力
発
生
の
た
め
に
必
要
と
さ
れ
る
国
内
手
続
が
完
了
し
た
こ
と
を
確
認
す
る
通
告
を
行
い
、
我
が
国
は
こ
れ
を

令
和
八
年
六
月
二
十
二
日
に
受
領
し
た
。
我
が
国
は
、
同
月
二
十
六
日
に
同
協
定
の
効
力
発
生
の
た
め
に
必
要
と
さ
れ

る
国
内
手
続
が
完
了
し
た
こ
と
を
確
認
す
る
通
告
を
行
い
、
キ
ル
ギ
ス
共
和
国
は
こ
れ
を
同
日
に
受
領
し
た
。よ
っ
て
、

同
協
定
は
、
そ
の
第
二
十
八
条
１
の
規
定
に
従
い
、
令
和
八
年
七
月
二
十
六
日
に
効
力
を
生
ず
る
。

令
和
八
年
七
月
一
日

外
務
大
臣

茂
木

敏
充

〇
外
務
省
告
示
第
二
百
九
号

我
が
国
は
、
平
成
五
年
四
月
二
十
一
日
付
け
の
日
本
国
と
旧
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
社
会
主
義
共
和
国
連
邦
と
の
間
で
締
結
さ

れ
、
効
力
を
有
し
て
い
た
条
約
そ
の
他
の
国
際
約
束
の
日
本
国
と
キ
ル
ギ
ス
タ
ン
共
和
国
と
の
間
に
お
け
る
適
用
関
係

を
確
認
す
る
日
本
国
政
府
と
キ
ル
ギ
ス
タ
ン
共
和
国
政
府
と
の
間
の
往
復
書
簡
に
よ
り
キ
ル
ギ
ス
共
和
国
と
の
間
で
適

用
さ
れ
て
き
た
、
昭
和
六
十
一
年
一
月
十
八
日
に
東
京
で
署
名
さ
れ
た
所
得
に
対
す
る
租
税
に
関
す
る
二
重
課
税
の
回

避
の
た
め
の
日
本
国
政
府
と
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
社
会
主
義
共
和
国
連
邦
政
府
と
の
間
の
条
約
に
関
し
、
同
条
約
の
適
用
を
終

了
さ
せ
る
意
思
を
令
和
八
年
六
月
二
十
六
日
に
キ
ル
ギ
ス
共
和
国
に
通
告
し
た
。
よ
っ
て
、
同
条
約
は
、
そ
の
第
二
十

六
条
の
規
定
に
従
い
、
我
が
国
と
キ
ル
ギ
ス
共
和
国
と
の
間
に
お
い
て
、
令
和
九
年
一
月
一
日
以
後
に
開
始
す
る
各
課

税
年
度
の
所
得
に
つ
い
て
効
力
を
失
う
。

令
和
八
年
七
月
一
日

外
務
大
臣

茂
木

敏
充

〇
外
務
省
告
示
第
二
百
十
号

令
和
六
年
八
月
八
日
に
東
京
及
び
ジ
ャ
カ
ル
タ
で
署
名
さ
れ
た
経
済
上
の
連
携
に
関
す
る
日
本
国
と
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

共
和
国
と
の
間
の
協
定
を
改
正
す
る
議
定
書
に
つ
い
て
、
同
議
定
書
の
効
力
発
生
の
た
め
に
必
要
と
さ
れ
る
そ
れ
ぞ
れ

の
国
内
法
上
の
手
続
が
完
了
し
た
旨
を
相
互
に
通
告
す
る
外
交
上
の
公
文
の
交
換
は
、
令
和
八
年
六
月
二
十
六
日
に

ジ
ャ
カ
ル
タ
で
行
わ
れ
た
。
よ
っ
て
、
同
議
定
書
は
、
そ
の
第
二
十
六
条
１
の
規
定
に
従
い
、
令
和
八
年
八
月
一
日
に

効
力
を
生
ず
る
。

令
和
八
年
七
月
一
日

外
務
大
臣

茂
木

敏
充

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
八
百
七
号

海
岸
法
（
昭
和
三
十
一
年
法
律
第
百
一
号
）
第
六
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成
十
九
年
国
土
交
通
省
告
示
第

千
百
七
十
四
号
（
海
岸
保
全
施
設
に
関
す
る
直
轄
工
事
を
国
土
交
通
大
臣
が
施
行
す
る
件
）
の
一
部
を
改
正
す
る
告
示

を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
八
年
七
月
一
日

国
土
交
通
大
臣

金
子

恭
之




		2026-06-30T14:39:04+0900
	C＝JP,O＝Cabinet Office,CN＝Cabinet Office
	NationalPrintingBerau
	内閣府より署名済み


	



